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中央材料室
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ドクターのリレー講座

感染症内科

鈴木  広道

どうしているの？

新型コロナウイルス

感染症の

病院内清掃

StrokeFIT

脳卒中領域での

救急隊との連携

・面会禁止のお知らせ

・地域外来検査センターについて

・法人公式

 YouTubeチャンネルを開設！

「ある秋の朝」 看護部 手術室 前田千恵子

乗り切ろう！
新型コロナウイルス感染症



濃厚接触者（家族・知人・クラスター関係等）
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新規（渡航歴あり、県外感染疑、経路不明等）

茨城県新型コロナウイルス感染症発生者数推移

※茨城県HP ： 茨城県内における新型コロナウイルス感染症例発生状況より引用

乗り切ろう！
新型コロナウイルス感染症

すずき ひろみち

鈴木  広道

新型コロナウイルス感染症の臨床経過

※新型コロナウイルス感染症診療の手引き　第3版より引用

茨城県の新型コロナウイルス感染症の発生 ・

流行状況の最新情報は茨城県のHPをご確認

ください。

新型コロナウイルス感染症の死亡数 ・死亡率

茨城版コロナNext （コロナ対策指針） Ver.2

※茨城県HP ： 緊急事態措置等の強化 ・緩和に関する判断指標より引用

（指標）
Ｓｔａｇｅ4 Ｓｔａｇｅ3 Ｓｔａｇｅ2

Ｓｔａｇｅ2

Ｓｔａｇｅ1 （現在の状況）

9/7時点

9.1％
＊Stage1 に該当

21.9％
＊Stage1 に該当

5.4 人
＊Stage3に該当

2.9 人
＊Stage2に該当

2.7 人
＊Stage2に該当

82.1 人

総合的に判断し

＊Stage3に該当

（9/1 ～ 9/7の平均値）

県内の
医療提供
体制

県内の
感染状況

都内の
感染状況

＊いずれも、 直近１週間の平均値
感染爆発・医療
崩壊のリスクが

高い状態

60％超

70％超

１０人超

5人超

7％超

100人超

60％以下

70％以下

１０人以下

5人以下

7％以下

100人以下

30％以下

45％以下

5人以下

3人以下

3％以下

50人以下

10％以下

30％以下

1人以下

1人以下

1％以下

10人以下

感染が拡大
している状態

感染が概ね
抑制できて
いる状態

感染が抑制
できている状態

①重症病床稼働率

②病床稼働率

③１日当たりの
　陽性者数

③陽性者のうち、 濃厚
　接触者以外の数

⑥１日当たりの
　経路不明陽性者数

⑤陽性率

かぜ症状
呼吸困難、咳・痰

人工呼吸管理など

10日以降
1週間～ 10日

発症～ 1週間程度

8割の患者は軽症のまま治療

20％の症例で肺炎症状が憎悪し入院 約2-3％で致命的

発症 1週間前後 10 日前後

死亡率死亡数
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中央材料室のおしごと中央材料室のおしごと中央材料室のおしごと

物品回収

器材洗浄
組み立て・包装

滅  菌

過酸化水素低温ガスプラズマ滅菌器高圧蒸気滅菌器

供  給

洗浄評価インジケータ

を使い、洗浄効果を確

認します。インジケー

タの赤い部分がきれ

いになっていれば、器

械が正常に稼働して

いると判断できます。

手術器材は、手術の介助をし

た看護師と器材の数や破損が

ないかをダブルチェックした

後に洗浄します。

スタッフは、第2種滅菌技士や、普通第一種圧力容器

取扱作業主任者、特定化学物質作業主任者などの資

格を有しています。

インジケータは専用の

ホルダにセットし器械

に入れます。

洗浄した物品・器材は、鋼製小物類の大きさや滅

菌の種類によって、包装材料やコンテナ等を利

用し、滅菌の準備をします。

器材を滅菌するための袋

(滅菌バッグ)に入れます。

洗浄前にバラした器材は、

滅菌前に組み立てます。

滅菌とは、熱・薬品などで細菌を死滅させ、無菌

状態を作り出すことです。当院では、高圧蒸気滅

菌器と過酸化水素低温ガスプラズマ滅菌器を使

用し、滅菌を行っています。滅菌方法は、滅菌す

る物品・器材の材質によって決めています。

滅菌バッグについてい

るインジケータの色が

変わることで、滅菌効

果を確認できます。

回収し、洗浄・滅菌した

器材を各部署に供給します。

病院には、様々なリユース物品があります。これらを安

全な状態で供給するのが私たちの使命で、院内に無く

てはならない部署です。

直接患者さんとの接点はありませんが、今後とも

安全な医療器材を提供してまいります。

この赤い印は、タンパク

質・多糖類・脂質が含ま

れた疑似汚染物です。

病棟・外来・手術室・健診セ

ンターから、はさみなどのリ

ユース物品を回収します。

しんせき ようしゅ
回収してきた器材を検品したのち、

浸漬洗浄、用手洗浄、器械洗浄をします。

病棟や外来、手術室で使用される医療器材は、ディスポーザブル（使い捨て）のものばかりではなく、リユース（再利用）

するものもあります。リユースする場合、血液や体液で汚染されているものもあるため、インジケータを用いて効果を

確認しながら、汚染物をきれいに除去しなければなりません。

病院には清潔な医療器材を安全に使用してもらうために中央材料室という場所があります。当院の中央材料室は、介

護・医療支援部 医療支援課スタッフ10名が配置され、作業にあたっています。その仕事の一部を紹介します。

           

洗浄・滅菌サイクル
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当院では、救急隊の疾患予測を検証して今後の活動に生かしてもらうために、脳卒中で搬送され

た患者さんの確定診断結果やその後の経過を、脳神経外科医師から救急隊員にフィードバックす

るStrokeFIT（Stroke Feedback system of Initial Treatment strategy：脳卒中初期

治療方針フィードバックシステム）の運用を行っています。

救急隊が初期治療を意識した初動を心掛けることで、脳卒中の患者さんの受け入れから治療ま

での流れがよりスムーズになることが期待されます。

救急隊

担当医師

ストロークフィット

　

脳卒中領域での

救急隊との連携

脳卒中領域での

救急隊との連携

救急隊との連携を強化することで、もし脳卒中がおきてし

まっても、できる限り後遺症がなく社会に復帰してもらえる

よう、地域医療に貢献していきたいと考えています。

搬送した患者さん

その後どうだろう？

医師から救急隊へ確定

診断結果や治療方針を

ＦＡＸでフィードバック

救急隊の判断が
正しかったかどうか

を検証できます

StrokeFIT　StrokeFIT　
皆さんは、脳卒中の診療が “じつは、病院到着前から始まって

いる” ことをご存じでしょうか？特に時間的制約のある治療

や緊急手術は、治療開始までの時間が患者さんの命を左右

します。

そこで頼りになるのは、“患者さんと最初に接触する救急隊

からの事前情報”です。病院ではこの情報をもとに、患者さ

んの受入れ準備を進め、到着と同時にスムーズな治療を開始

できるようにしています。

脳卒中の患者さん

どうして
いるの？

新型コロナウイルス感染症の
病院内清掃

ご自身の感染対策はどのようにしていますか？

基本的には、飛沫・接触感染対策となり、マスク、手袋、ガ

ウンなどの個人防護具を着用し、清掃を行っています。

防護具を脱ぐときに、もっとも感染リスクが高くなるた

め、汚染部分を触らないように脱ぎ、脱いだ後はただち

に入念な手洗いを行っています。

自分自身の手指衛生と、高頻度接触

面の消毒を徹底的に行うことです。

また、感染病室で使用する物品は、

他の清掃機材と保管場所を分けて

います。

充分な換気を行ったうえで、

アルコールや0.1％次亜塩素

酸ナトリウムを用いた一次清

掃を職員が行った後、清掃ス

タッフによる同様の二次清

掃を行っています。

清掃で特に気をつけていることは？

患者さんが退院した後の病

室の清掃はどのようにして

いますか？

清掃に使用した防護具な

ど、感染性廃棄物はどの

ように処理されているの

ですか？

毎日、病院内を隅々までお掃除してくれている清掃スタッフにとっても、新型コロナウイ

ルスの感染予防対策は欠かせません。清掃スタッフがウイルスを伝播してしまう可能性も

あるため、患者さんやそのご家族、そして自分自身を守るためにも、新型コロナウイルス感

染症の病院内清掃にどのように取り組んでいるのか、取材しました。

ドアノブ　ベッド柵　床頭台　トイレ

電源などのスイッチ　シャワー室

病室内

手すり　ドアノブ　

エレベーターのボタン　トイレ

病室外

主な高頻度接触面

脱いだ防護具などの感染性廃棄物は、ウイルスが漏れな

いよう専用の袋で密封し、感染性廃棄物用段ボールに入

れます。段ボールは、一般の廃棄物とは別に、カギのか

かる保管場所に置きます。その後、専門の業者が回収し、

焼却処理されます。

消毒を徹底しています!!
待合室や診察室などは、朝と夕の一日2回、0.1％次

亜塩素酸ナトリウムを用いた消毒・清掃を行っていま

す。椅子や手すり、ドアノブなど、接触の多い箇所を

徹底的に消毒し、感染を拡げないための対策に取り

組んでいます。
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E-mailアドレス：hp@tmch.or.jp

ホームページ：http://www.tmch.or.jp/

発行人　病院長　　軸屋　智昭
じくや ともあき

当院では個人情報保護法の施行に伴い、患者さんの個人情報については利用目的を明確にし、その取り扱いには万全の体制で取り組んでおります。

〒305-8558 つくば市天久保１－３－１

TEL ０２９－８５１－３５１１

発行日　2020年10月佳日

新型コロナウイルス感染拡大防止のため

患者さんの衣類の入れ替えやその他御用がある方は、病室に入らず

病棟職員に声をかけてください。

＊病棟対応時間　14：00～16：00（時間外は要相談）

当院ではユニバーサルマスク + 手指衛生を徹底しております！

感染拡大防止のため、ご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。

面会禁止のお知らせ

★ユニバーサルマスクとは・・・　

「無症状の人も含め、全ての人がマスクを着用する」という考え方で、万が一感染しても、　

周りに拡げない対策をすることが大切です。当院では、可能な限り全ての入院患者さん、

外来患者さんのマスク着用を徹底しております。

県内に、無症状の陽性者が増加してきたため、

入院患者さんとの面会を禁止させていただきます。

地域外来

検査センター

について

現在、つくば市医師会および保健所から

の紹介による新型コロナウイルス感染症

のPCR検査を、ドライブスルーで実施し

ています。感染が疑われる場合は、かかり

つけ医もしくは保健所にご相談ください。

法人公式 YouTubeチャンネルを開設！

現在、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、地域の皆様に向

けた講演会や病院見学会など、多くのイベントが中止を余儀なくさ

れています。そこで、当法人ではWithコロナ時代の広報活動の一環

として、公式ＹｏｕＴｕｂｅチャンネルを開設し、動画を用いた広報活

動を行っていくことになりました。病院の情報を発信していきます。

地域の皆さまも
ぜひ、チャンネル登録をお願いします！


